




(参考) 平成30年３月期の個別業績予想（平成29年４月1日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 83,000 18.7 5,800 △0.5 2,500 △52.5 61.93

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、様々な不確定要素が内在してい

るため、実際の業績等は予想数値と異なる可能性があります
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績が拡大し景況感の改善が続く状況の
なかで、設備投資や個人消費にも持ち直しの動きがみられるなど、総じて緩やかな回復基調を辿り
ました。
道路建設業界におきましては、公共投資、民間建設投資とも堅調に推移いたしましたが、アスフ

ァルトをはじめとする原材料価格の上昇など懸念材料も多く、依然として予断を許さない事業環境
となりました。
このような情勢のもと、当社グループでは、中期経営計画（2014年度～2017年度）に基づき、引

き続き、収益の源泉となる工事受注の確保や舗装用資材の販売促進に全力を挙げて取り組むととも
に、数年先、そしてその先の将来においてもステークホルダーの皆様から「選ばれ続ける企業へ」
の変貌を目指し、「成長基盤の構築に向けた事業構造の改革と経営基盤のさらなる強化」を推し進
めてまいりました。
当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高（製品売上高および不動産事業等売上

高を含む）は638億22百万円（前年同期比14.4％増）、工事の施工が順調に進捗したことにより、
売上高は558億63百万円（前年同期比31.1％増）、経常利益は34億82百万円（前年同期比14.3％
増）となりましたが、特別損失として独占禁止法関連損失引当金繰入額27億22百万円を計上したこ
となどにより親会社株主に帰属する四半期純利益は３億60百万円（前年同期比87.5％減）となりま
した。なお、当第３四半期末における第４四半期以降への繰越工事高は373億98百万円（前年同期
比9.3％減）となりました。
当社グループにおける建設事業および舗装資材製造販売事業におきましては、第１四半期から第

３四半期に比べ、第４四半期の売上が占める割合が相対的に高く、一方、事業運営にかかる費用に
ついては年間を通じて恒常的に発生することから、当社グループの売上および損益の状況は季節的
に大きく変動いたします。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較し26億14百万円増加の690億

58百万円となりました。未成工事支出金が増加したことなどにより流動資産は19億17百万円の増加

となり、また、アスファルトプラントの更新等による有形固定資産の増加などにより固定資産は６

億96百万円の増加となりました。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較し27億６百万円増加の430億

78百万円となりました。流動負債は、未成工事受入金が増加したことや独占禁止法関連損失引当金

を計上したことなどにより45億17百万円の増加となりましたが、長期借入金や退職給付に係る負債

の減少などにより、固定負債は18億11百万円の減少となりました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益３億60百万円

を計上したものの、期末配当金の支払などにより、前連結会計年度末と比較し92百万円減少の259

億80百万円となりました。この結果、自己資本比率は37.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、前回公表時（平成29年11月７日）から変更はご

ざいません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 12,350 12,392

受取手形・完成工事未収入金等 21,278 21,644

未成工事支出金 8,470 10,276

材料貯蔵品 290 310

繰延税金資産 1,095 1,095

その他 2,500 2,183

貸倒引当金 △2 △0

流動資産合計 45,983 47,901

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 7,147 7,446

機械、運搬具及び工具器具備品 16,918 17,614

土地 14,082 14,102

建設仮勘定 109 295

減価償却累計額 △19,007 △19,463

有形固定資産合計 19,249 19,997

無形固定資産 214 217

投資その他の資産

その他 996 942

貸倒引当金 △0 -

投資その他の資産合計 996 942

固定資産合計 20,460 21,157

資産合計 66,444 69,058
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 21,322 22,449

短期借入金 1,008 1,103

未払法人税等 311 211

未成工事受入金 5,694 6,782

完成工事補償引当金 67 66

工事損失引当金 230 227

賞与引当金 1,217 533

独占禁止法関連損失引当金 - 2,722

その他 1,081 1,354

流動負債合計 30,933 35,451

固定負債

長期借入金 4,000 3,000

退職給付に係る負債 4,878 4,543

その他 559 83

固定負債合計 9,437 7,626

負債合計 40,371 43,078

純資産の部

株主資本

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 500 500

利益剰余金 25,361 25,035

自己株式 △23 △24

株主資本合計 27,837 27,511

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25 32

退職給付に係る調整累計額 △1,790 △1,563

その他の包括利益累計額合計 △1,765 △1,531

純資産合計 26,072 25,980

負債純資産合計 66,444 69,058
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 42,620 55,863

売上原価 36,460 49,140

売上総利益 6,159 6,722

販売費及び一般管理費 3,033 3,238

営業利益 3,126 3,484

営業外収益

受取配当金 2 3

受取賃貸料 15 15

保険解約返戻金 7 -

業務委託料 3 20

雑収入 6 13

営業外収益合計 34 52

営業外費用

支払利息 13 21

支払保証料 17 19

シンジケートローン組成費用 65 -

雑支出 17 13

営業外費用合計 113 54

経常利益 3,047 3,482

特別利益

固定資産売却益 81 0

受取補償金 - 56

特別利益合計 81 56

特別損失

固定資産売却損 0 3

固定資産除却損 13 7

独占禁止法関連損失引当金繰入額 - 2,722

その他 - 14

特別損失合計 13 2,748

税金等調整前四半期純利益 3,116 791

法人税、住民税及び事業税 242 430

四半期純利益 2,874 360

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,874 360
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 2,874 360

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 15 6

退職給付に係る調整額 201 227

その他の包括利益合計 216 233

四半期包括利益 3,090 594

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,090 594

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

　

３．補足情報

四半期個別受注の概況

個別受注の実績

受 注 高

30年３月期第３四半期 61,365百万円 18.8%

29年３月期第３四半期 51,658百万円 △6.1%

（注）①受注高は、当該四半期までの累計額

　 ②パーセント表示は、対前年同四半期比較増減率

　 受注実績の内訳 （単位：百万円）
前第３四半期 当第３四半期

（平成29年３月期 （平成30年３月期 増 減 前 期

区 分 第３四半期） 第３四半期） （平成29年３月期）

金額

構成

金額

構成

金額

増減率

金額

構成

比率％ 比率％ ％ 比率％

建
設
部
門

国内官公庁 15,488 30.0 20,519 33.4 5,030 32.5 21,515 31.1

受
注
高

国内民間 21,646 41.9 26,486 43.2 4,840 22.4 27,418 39.5

　 計 37,134 71.9 47,005 76.6 9,871 26.6 48,934 70.6

製 品 部 門 等 14,524 28.1 14,359 23.4 △164 △1.1 20,395 29.4

合 計 51,658 100.0 61,365 100.0 9,706 18.8 69,330 100.0
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